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国際奉仕部門セミナー報告

　去る4月15日　さいたま市民会館浦和にて国際奉仕部門セミナーを開催しました。
　今回のセミナー、一番の目的は「今年度国際奉仕部門に多大なご協力をいただいた皆様に感謝状を
贈呈したい」というものでした。フィリピンを襲った超大型ハリケーンに対する支援呼びかけに全ク
ラブが即座に応じていただいた事は本当にうれしい驚きでした。ガバナー補佐の皆さんのご指導、ま
た各クラブにて中心的役割を果たしていただいております会長・幹事・国際奉仕委員長をはじめとす
る2770地区ロータリアン一人ひとりのご協力のおかげと感謝しております。その他にも、日韓親善
会議、日台親善会議への多数のご参加、国際奉仕事業の推進と2770地区の皆様の国際奉仕への取り
組みは真にすばらしいものがありました。そのことに対するささやかな感謝の気持ちを感謝状に込め
て渡邊ガバナーより手渡ししていただきました。すべてのクラブやガバナー補佐に感謝状を贈呈する
といううれしい事態のため、お一人お一人に十分な時間をかけて感謝状をお渡しできなかったことは
痛恨の極みでありますが、余りにも優秀な2770地区ならではの事ですので、どうかご容赦いただけ
ればと思います。また、前回のセミナーでご講演いただいた小村陽子様にも感謝状を送らせていただ
きました。
　また、現在日本のファーストレディー、安倍昭恵様に特別講演をお願いしておりましたので、感謝
状贈呈の折にご一緒に記念撮影もさせていただきました。ガバナー補佐の皆様を通じて各クラブにも
記念写真をお渡しする予定です。さて、その特別講演ですが、今をときめくファーストレディーの幼
少から現在までを写真を拝見しながら振り返るという事で大変楽しい内容になりました。背がすらり
と高く、笑顔が素敵な講師でした。ちなみに、今回の当別講演は伊藤部門委員長が安倍昭恵様と旧知
の間柄ということで実現しました。伊藤部門委員長には特別講演でもお手伝いいただき、本当に大活
躍していただきました。
　さて、セミナーですので忘れてならないのが事例発表。
良き事例を発表いただき、他のクラブの参考にしていただ
く大切なプログラムです。今回は川口東RC事例発表を山
本孝様、浦和北東RC事例発表を山中重則様、越谷RC事例
発表を須賀定吉様にお願いいたしました川口東RCと浦和
北東RCクラブの国際交流に関する事例、越谷RCの国際
奉仕に関する事例、それぞれお願いした時間が短時間だっ
たにも関わらず、とても参考になる発表をいただけました。
本当にありがとうございました。
　最後に、国際交流委員会、国際奉仕委員会から今年度の
総括と、次年度のプロジェクトについて話をさせていただ
きました。
　3日後には地区協議会という慌しい日程の中でのセミ
ナー開催でしたが、多数ご参加いただき本当にありがとう
ございました。今年度も残り数ヶ月となりましたが、まだ
国際大会はこれからです。また、次年度の国際奉仕事業の
申請も始まっております。どうぞ、引き続き国際奉仕に邁
進されますことをお願いいたします。

国際交流委員会委員長　　小山 寿行（幸手RC）　
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ロータリー親睦活動月間によせて

　会長、幹事、そしてロータリアンの皆様、本
年度もあと1カ月を残すのみとなりました。
　皆様方におきましては、本年度の年度計画に
基づいて、奉仕の心を行動に移していただいて
いるものと思います。
　ロータリー年度の後半に入ってからは、皆様
のクラブ行事・○周年記念式典・セミナー・
合同例会等々に参加させていただいており、
2770地区ならではの活発なクラブ活動、地区
行事を通して、多くのロータリアンとの新しい
出会い、そして親睦を楽しんでおります。
　今月は、ロータリー親睦活動（Rotary 
Fellowship）月間です。
　ロータリー親睦活動は、共通の趣味、関心事
項、スポーツ、職業を持つロータリアンとその
配偶者、そしてローターアクターがグループの
メンバーとなることが出来ます。グループのメ
ンバーは、ロータリー親睦活動を通じて楽しみ
を分かち合い、世界中で新しい友人をつくり、
奉仕の機会を追求することで、いっそう充実し
たロータリーの経験を味わう事が出来ます。
　ロータリー親睦活動は、1928年に、エスペ
ラント語に関心を持つロータリアンが集まり結
成されたのが最初で、1947年にはボート好き
のロータリアンのグループが、自分達の船に
ロータリーの旗を掲げ、自らをロータリアンの
国際ヨット親睦グループと名乗りました。その
後、多くのグループが結成され、1970年には
ＲＩの正式プログラムになりました。1989年
には、共通の職業を持つ｢国際職業連絡グルー
プ｣が試験的プログラムとして発足し、1993
年には親睦グループと統合して｢ロータリー趣
味・職業別親睦活動｣が誕生しました。2000
年10月、ＲＩ理事会は、6月を｢ロータリー趣
味・職業別親睦活動月間｣に指定して特別月間
として位置づけました。2001年6月、理事会
では保健医療に関心を持つ親睦活動とボラン

ティア活動を加えて、新たに｢ロータリー親睦
活動｣と改称し、2002年より、月間名も｢ロー
タリー親睦活動月間｣と改称しました。
　国際ロータリーから承認されたロータリー親
睦活動とは、職業または趣味という共通の関心
事を追求しようというロータリアンのグループ
で、国際ロータリー理事会の認証が必要とされ
ています。3カ国のロータリアンが参加する等
の条件を満たさなければなりませんし、単なる
クラブやロータリアンのプライベートな親睦活
動ではありません。
　2005年6月の理事会で、職業・趣味などの
グループは親睦活動で、奉仕を志向するグルー
プはロータリアン行動グループ（Rotarian 
Action Group）と呼ぶことを決定しました。
(以上、｢ロータリー探求｣から抜粋)
　ロータリー親睦活動グループのリストを見ま
すと、アマチュア無線・アンティーク自動車・
バードウオッチング・カーニバル、パレード・
大会参加者・外交・医師・ＧＰＳによる宝探
し・住まい交換・ワイン・ロータリーの切手・
希少古本・飛行・パストガバナー・警察などと
楽しそうなグループ名が並んでいますが、ビー
ル、コロンブス到来以前の文明、スカウト、シ
ングルス、とか、意味不明の親睦活動グループ
もあります。
　私の所属しております浦和北ロータリークラ
ブでは、ＲＩが認めた親睦活動とは少し趣旨は
違いますが、ロータリアンの同好会として、ゴ
ルフの晴れ晴れ会、カヤック同好会が活動して
おり、新たに麻雀同好会が発足予定です。
　皆様も、この機会にインターネットなどで、
ロータリー親睦活動を探し、興味のある親睦活
動に参加してみてはいかがでしょうか。世界大
会の友愛の広場でも交流の輪を広げることが出
来ます。ロータリーライフが一層楽しくなるの
ではないでしょうか。

2013―14 年度ガバナー　　渡邊 和良
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　最後に当日アンケートをご来場の皆様にお願い
いたしました集計をご報告申し上げます。

１．職業奉仕夜話会に参加しての感想
　　●良かった 36人
　　●普通 2人
　　●期待はずれ 0人
２．次回以降の開催についてのご意見
　　●開催した方が良い 31人
　　●どちらともいえない 7人 （無回答1人含む）
　　●止めたほうがいい 0人
３．他薦自薦で一押しの卓話者がいたら教えてください。
　　●北清治RI理事  を推薦       3人
　　●特になし 31人（無回答4人含む）

４．運営方法について
　　●充分 26人
　　●もっと工夫を 6人
　　●特になし 6人
５．登録料について
　　●少し高いと思う 5人
　　●テーブル席なので普通だと思う 29人
　　●安いと思う 4人

　以上がアンケートの集計結果でございます。
　皆様のご協力を持ちまして当委員会初企画の
「トワイライト・ミーティング」が無事盛況のうち
に終了出来ましたこと、深く感謝申し上げまして
開催のご報告とさせて頂きます。
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「職業奉仕夜話会
　　トワイライト・ミーティング」を終えて

　2014年4月23日、浦和ロイヤルパインズホテル・
ゴールドルームにて「職業奉仕夜話会　トワイライ
ト・ミーティング」を当委員会の2013-2014年度下
期の新規企画として開催いたしました。
　ロータリーの金看板であります「職業奉仕」をもっ
ともっとロータリアン各人が理解すべく手段とし
て、従来のただ単に勉強会やセミナーを開催するこ
とでは何ら変哲も無いもので終らせることではなく、
もっと有意義な一時を過ごしながら「職業奉仕」につ
いて理解することが出来ないものかを当委員会で検
討を重ねました。その結果、夕暮れ時にロータリア
ン同志が集まり、各クラブで実践されてきました、
「職業奉仕」や「職業倫理」について気軽にそして、楽
しく美味なる食と美味なるお酒をかたむけながら大
いに語り合うことで職業奉仕を学んで頂く機会とし
まして本企画「職業奉仕夜話会・トワイライト・ミー
ティング」を開催する運びとなりました。渡邊和良
ガバナーのご挨拶、大塚信郎奉仕プロジェクト担当
諮問のご挨拶に続きまして、我が2770地区の誇り
でもあり我が日本の誇りでもあります田中作次RI
直前会長の卓話を頂戴致しました。田中作次RI直
前会長がお生まれになってからRI会長になられる
までの生い立ちの卓話をして頂きました。その卓話
の中で田中RI直前会長は「仕事とは自分だけの中心
ではなく、お客様の満足していただく事が大切。う
るさい人ほど納得させる事。嫌なことは良い事に置
き換え、そして問題が起きたら直ぐに現場へ直行す
る事が大切である。」とお話しされていました。後に
質疑応答という形式で直前会長に様々な質問をさせ
て頂き、田中作次RI直前会長のご結婚の馴れ初め
は？という質問から始まり、日本人の特徴は「和」で
あり、日本の識字率はトップでもあり、我々の常識
は並大抵のもではありません。また職業奉仕につい
ては、「職業を通じて奉仕をすることは、社会が豊

になることは当然のことです。ただ日本では職業奉
仕を重要視してますが、RIではそれほどでは無い
ものです。そして人間は正直な時に間違いを起こせ
ば素直な気持ちで謝ることが出来ますが、嘘をつい
ている時は謝れないものです。」とお話しされており
ました。田中作次RI直前会長は、RI会長に就任し
て本当に楽しい2年半でしたと感想を述べられ、そ
して最後に国際ロータリー第2770地区は日本中と
いうよりも世界から見ても団結力は素晴らしいもの
です。とお言葉を頂戴し大変素晴らしい卓話を拝聴
することができました。北清治RI理事の乾杯のご
発声により、会食が始まりましたが、この席を決め
るのも一工夫があり、登録の際に席を決める抽選を
引いて頂き、何処の席に誰が着席するかが決められ
ることで、一人の方でも多く知り合いを深める場と
させて頂きました。更に、1つのテーブルには必ず
パストガバナー1人が入って頂きコーディネート役
をお願いし、ロータリーライフを皆さんで大いに
語って頂く事にいたしました。
　2014年2月24日付けで本企画のご案内を各クラ
ブ宛に送らせて頂き、3月24日には定員満席となり
募集の締め切りをさせて頂きました。その後も数人
の方から申込みを頂戴致しましたが、お断り申し上
げせざるを得ませんでしたこと、深くお詫び申し上
げます。

職業奉仕部門委員長　　丹井 亮一（桶川RC）
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　実際にそういうクラブに女性会員か入会して
問題が発生したということを聞いたことがあり
ません。
　女性がいることでクラブ内が華やかになりま
す。
　講演では、感動の話として、満州での厳しい
体験、父親の死、母親の苦労、そして引き上げ
と涙を誘う内容でした。
　講演終了後、懇親会にもご参加頂き、記念写
真のラッシュになりましたが、にこやかに対応
していただきました。
　又、大宮ＲＣの花俣さん・大宮シティＲＣの
山瀬さん・埼玉ゆずＲＣの岩崎さん・上尾西ＲＣ
の紅屋さんの報告発表がありました。
　松島トモ子さんの講演の内容がお話の中に随
所にありました。又　決意を新たにしておられ
ました。
　最後の素晴らしい集いが、末永く継承される
ことを願いつつ、ご協力に感謝申し上げ、ご報
告と致します。

講演が終了　うっすらと涙か・・・

埼玉ゆずRC幹事　岩崎さん　

新会員　山瀬さん
（大宮シティRC）

新会員　花俣さん
（大宮RC）
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女性会員・新会員の集いを振り返って

会員増強維持部門委員長　　宮下 守夫（大宮シティRC）

　4月22日（火）女性会員・新会員の集いでは、
平日に拘わらず多数ご参加頂きありがとうござ
いました。
　この集いの目的は、過日地区大会でレデース
部門で講演をされた松島トモ子さんのリバイバ
ル講演でした。
　地区大会では、本会議に参加された方には、
残念ながら、お聞きする事ができなかった訳で
すが、女性会員及びロータリー関係の奥様をは
じめ、多数の方から感動したとのお話を伺いま
した。
　私たち会員増強メンバーが同クラブにメイク
アップに参りました折には、ソングリーダーと
して、活躍されておりました。今回は、ロータ
リアンとしての松島トモ子さんと感動のお話の
2本立てをお願いいたしました。
　ロータリーアンとしては、入会について、先

輩でもある有名女優の一言『あっ！ソングリー
ダーみっけ！』、これが皮切り、奉子（とも子　
本名）という名前はロータリーの奉仕の理想と
一緒、ロータリークラブに入会するのは、尊敬
する父親（シベリヤで亡くなる）の意志でもある
と諭され、人様の役に立てればと入会を決意し
た。
　しかしながら、3年目ぐらいには、漠然とロー
タリークラブを辞めようと思った事があった。
やめるにあたっては特にこれといった理由がな
い。
　そんな中、クラブ内でいろいろな役割を行う
上でその気持ちは次第に消えていった。
　今日のお集まりの方は女性会員と新会員とお
聞きしています。若い会員の方には、クラブで
何か役をやられることをお勧めします。
　自分の存在が必要と思われるようになってく
ると、自然にクラブ活動が楽しくなってきます。
東京恵比寿ロータリークラブは、108人。男女
ほぼ同数。老舗のクラブでは、女性会員を認め
ていないところもあるようですが、感覚が古い
と思います。

感動の講演、熱演でした。

講演会・懇親会司会の梶間順子（浦和中RC）さん
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のシンボル、熊本城の大天守、小天守、
本丸御殿を見学していただきました。
　「1607年、加藤清正が当時の最先端の
技術と労力を投じて名城熊本城を築城し
ます。以後、熊本城は中世から近代の
400年に亘る日本の様々な歴史の重要な
舞台となっていきます。加藤清正公から
宮本武蔵、谷干城など歴史に名を刻んだ
熊本城400年の歴史です。」（ホームペー
ジ抜粋）（熊本城見学写真掲載）
　熊本城見学後、城彩苑昼食、水前寺
成趣園(じょうじゅえん)、16：30阿蘇

YMCA研修施設到着、早速、オリエンテーション、渡邊ガバナー、中村担当諮問、遊馬部門委員長
のご挨拶をいただいた後に、YMCA研修施設宮本様から施設使用注意事項説明を受けました。そして、
楽しみにしていたBBQ交流会、研修生、ロータリアンと和やかに親睦が深まりました。BBQ終了後、
ロータリアンは熊本市内宿泊先へ移動しました。
　（2日目）自然環境をテーマにした農業実習体験が天候不良のため、プログラムを余儀無く変更する
ことになりました。新企画は薪割り体験、のこぎり体験後、薪割りした薪で飯盒炊飯を体験し出来上
がったご飯をいただいた後、YMCA研修施設を出発。草千里放牧地を車窓から眺め、阿蘇山火口へ
移動しました。火口は雨風が強く寒くて時間を十分にとることが出来ませんでした。
　研修生は白川水源出発YMCA研修施設へ戻り、コミュニケーションゲームにより絆が深まる。
　ロータリアンは熊本市内宿泊先へ移動、RI 2720地区とRI 2770地区交流会を城見櫓で開催され賑
やかに親睦が深まりした。交流会では熊本城東ロータリークラブ本田光廣パストガバナーを中心にク
ラブ会員、地区役員皆様の企画となり有意義な時間を過ごされました。
　（3日目）最終日は10時から1時間グループデスカッション、研修生は（テーマ自然環境について）デ
スカッションが行われました。
　ロータリアンは3グループ
に分けて、（テーマ青少年奉
仕部門RYLA研修について）
デスカッション行い、研修生
4グループ、ロータリアン3
グループ、各リーダーに発表
して頂きました。
　最後に、ご協力いただきま
した、推薦クラブ、推薦委員
会、推薦事業所の皆様に深く
感謝を申し上げ、RYLA研修
報告とさせていただきます。
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RYLA研修報告

　春爛漫の4月19日（土）羽田空港ANA641便8時35分発、阿蘇熊本空港へ出発。渡邊ガバナー年度
RYLA（ロータリー青少年指導者養成プログラム）研修を二泊三日で熊本県阿蘇市YMCA研修施設開
催となりました。
　何故、RYLA研修先が熊本県阿蘇市になった訳は、2011年井橋ガバナー年度、当時ローターアクト・
RYLA委員長、神戸廣通委員長（越谷RC）が企画されていたが、3月11日の東日本大震災の影響を受け、
見送らなければなりませんでした。この案件を今年度、是非引継ぎさせていただくお願いをいたしま
したら井橋パストガバナーはじめ神戸廣通様より承諾をいただき今年度実行に移しました。
　RYLA本研修参加するには、事前研修及び説明会を受講しなくてはなりません。事前研修は26年

2月11日（火）祝日　川口市民ホール（フレン
ディア）で行いました。講演に新世代（青少年）
奉仕部門担当諮問中村靖治PDGより、「ロー
タリーについて」講演を拝聴し研修生はロー
タリーの仕組みを理解していただきました。
　さて、本研修熊本阿蘇地区へ研修生25名、
ロータリアン25名参加されました。米山奨
学生、青少年交換学生、ロータリアン事業所
推薦者でした。
　熊本空港到着ロビーに於いてRI 2720地区
役員方のお出迎えを受けました。研修参加者
50名は大型バス2台に分乗し熊本城へ。熊本

新世代（青少年）奉仕部門　RYLA委員長　　染谷 良雄（吉川RC）
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RYLA研修報告
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それぞれのセッションでの様子
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　ゴールデンウイーク最初の日曜日、春うららかな日和日に「RLI パートⅢ」が開催されました。当
日、埼玉会館にはロータリーを学ぶロータリアンが早朝より 69名（他地区より 3名様含む）が集い
長い一日のスタートをきる。
　パートⅢを修了された皆様は 69名。渡邊ガバナーよりパートⅠ～Ⅲと全課程を修了された 41名
に「ＲＬＩバッジ」を付けていただく。晴れやかな表情のロータリアン 41名の皆様には、是非「Ｒ
ＬＩに参加して」のテーマで「卓話」をしていただければ幸いです。
　今年度の特色は、各クラブの会長さんのご推薦により会長エレクトをはじめ多くの皆様のご参加を
いただいたことであります。パートⅠ～Ⅲと継続されたロータリアンが多数いたことであります。よっ
て過去最高 41名の「ＲＬＩバッジ」受領者につながりました。修了された皆様には、クラブでのご
活躍をお祈り申し上げます。
　皆様ご存じの通り、この地区では「ＲＬＩ日本支部事務局長を中村靖治パストガバナー」が務め
ております。ＲＬＩの詳細がホームページ「ロータリー・リーダーシップ研究会日本支部 http://
rlijapan.com/」に掲載されておりますのでご覧ください。（パートⅠの写真掲載中）
　今年度のまとめを下記に掲載します。この地区のＲＬＩが「会員増強とクラブ活性化」に寄与でき
る、と、確信した「パートⅢ」でありました。関係各位に感謝申し上げます。

年　月　日 名　称 申込者数 受講者数 欠席者 修了者数 バッジ受者数

25 年 10 月 14 日 パートⅠ 108 名 88 名 20名 88名 11名

26年 3月 23日 パートⅡ 96名 89名 7名 89名 12名

26年 4月 27日 パートⅢ 74名 69名 5名 69名 41名

　※パートⅠは台風上陸により平成 25年 9月 16日より 10月 14日に変更した。

「RLI パートⅢ」のご報告
RLI 運営委員長　　篠原 唯史（浦和北東RC）
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「地区研修・協議会」開催報告

　4月18日（金）大宮ロータリークラブホストの
下、大宮ソニックシティにおいて濱野ガバナー
年度の「地区研修・協議会」が開催されました。
　次年度の会長・幹事をはじめクラブ各委員長
の皆様、パストガバナーをはじめ地区役員等、
総勢870名の参加での開催でした。
　次年度クラブ指導者としての研修の目的は、
RI会長の方針と・地区ガバナーの地区活動方針
並びに地区運営方針を伺い、会長部会・幹事部
会をはじめ主要9部門の分科会において、次年
度のクラブ運営のために必要な知識を得て次年
度クラブ運営に反映すべき勉強会であります。
　10時20分濱野ガバナーエレクトの点鐘で
第1本会議が開会。中川高志実行委員長（大宮
RC）の開会の言葉、飯野耕司大宮RC会長によ
る歓迎の言葉に続き、濱野ガバナーエレクトよ
り地区役員の紹介があり、渡邉和良ガバナー・
森田武司次年度研修リーダーのご挨拶に続き、
特別講演としてRI理事 北　清治パストガバ
ナーによります「国際ロータリーの会員基盤に
ついて」講演を頂きました。
　濱野ガバナーエレクトよりゲイリーＣ．Ｋ．
ホァンＲＩ会長の「Light Up Rotary」（ロータ
リーに輝きを）のテーマについてと地区活動方
針「ロータリーは人づくり　そして奉仕」並びに
地区運営方針「ロータリーの原点に戻ろう」につ

いての説明があり、特に会員増強目標3,000名
を目指すこと・東日本震災支援ではニーズに対
応した支援等について丁寧に解りやすく説明が
あり、第1本会議が終了しました。
　昼食後は、会長部会から米山記念奨学部会ま
で11の分科会に分かれ担当諮問委員の基調ス
ピーチからはじまりリーダー・サブリーダーか
らのお話があり、前向きな質問も多く出て意義
のある分科会の開催となりました。
　第2本会議では各分科会での討論内容が報告
され渡邉和良ガバナーからは激励とお褒めの講
評を頂きました。次年度「地区研修・協議会」ホ
ストクラブさいたま中央ＲＣへ濱野ガバナーエ
レクトより委嘱状が伝達され芝田勝孝会長より
ご挨拶を頂き、大宮ＲＣ岸　聡会長エレクトに
よります閉会の言葉、濱野ガバナーエレクトに
よる点鐘で地区研修・協議会が閉会となりまし
た。
　第1.展示場に会場を移し小雨降る中でありま
したが大勢の皆様懇に参加していただき懇親会
が和やかに行われ、有意義な一日でした。
　これも地区研修・協議会開催に当たり準備・運
営を進めて頂きました大宮ＲＣの皆様に衷心よ
り感謝申し上げますと共にご参加いただきまし
た地区役員・次年度各クラブ指導者皆様方のご
活躍をご祈念申し上げ、報告とさせて頂きます。

次年度地区幹事　　恵川 一成（大宮シティRC）
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国際ロータリー第2770地区
2014学年度　ロータリー米山記念奨学生　入学式

　5月10日（土）ラフレさいたま3階 櫻ホール
にて、第2770地区　『2014学年度ロータリー
米山記念奨学生　入学式』が、多くのご来賓、
地区役員、ならびに各指定校の指導教員の皆様
のご臨席のもと、各世話クラブの皆様、カウン
セラーの皆様、また多くの学友の皆様にご出席
頂き、盛大に挙行されました。（総勢137名）
　また、今回の入学式には特別に、公益財団法
人ロータリー米山記念奨学会の理事長 板橋敏
雄　様と、事務局長 岩邉俊久 様にご臨席を賜
りました。お二人には大変お忙しい中を当地区
の入学式のためにお時間を割いて頂き心より感
謝申し上げます。
　当地区の2014学年度ロータリー米山記念奨
学生は29名ですが、その内訳は、2013学年度
からの継続生8名、復学による延長生1名、そ
してこの度入学する新規米山奨学生20名です。
（合計29名）（出身国10カ国）
　第一部の入学式では、まず、米山奨学生全員
が音楽に合わせて入場し、整列して一同礼を行
いました。そして、渡邊ガバナーの開式の点鐘
に始まり、来賓紹介、部門委員長挨拶、渡邊ガ
バナーのご挨拶、森田担当諮問のご挨拶、次年
度担当諮問の中村パストガバナーのご挨拶と続
き、来賓祝辞として、公財）ロータリー米山記
念奨学会理事長 板橋敏雄 様、ならびに事務局
長 岩邉俊久 様にご挨拶を頂きました。お二人
には心温まる丁重なる御祝辞を頂戴し、入学式
が更に格調高いものになりました。
　式典のクライマックスは“米山奨学生全員に
よる3分間スピーチ”です。“自己紹介、世話
クラブとカウンセラーのこと、将来の目標、夢、
米山奨学生になって感じたこと”等、29名が
一生懸命に素晴らしいスピーチをしてくれまし
た。
　第二部は懇親会です。まず冒頭で、公財）
ロータリー米山記念奨学会 評議員のお立場で
田村パストガバナーにご挨拶を頂き、濱野ガバ

ナーエレクトのご挨拶並びに乾杯のご発声で和
やかなムードの懇親会がスタートしました。
　暫しの歓談のあと、吉田パストガバナーから、
「富士登山のご案内」のお話があり、米山奨学
生へ富士登山へのお誘いがありました。（毎年
お世話になり有難うございます）
　二部の後半では、奨学生が日頃お世話になっ
ている各大学の指導教員の皆様にご挨拶を頂き
ました。米山記念奨学事業には各指定校の指導
教員のご理解ご協力、ならびに地区と指導教員
との連携が必要であることが改めて実感できた
内容のご挨拶でした。
　最後は、井原ガバナーノミニーによる“奨学
生への激励の言葉”、続けて、全員による“手
に手つないで”、そして、斎藤次年度部門委員
長の「閉会の挨拶」で閉会となりました。
　2014学年度の米山記念奨学生は皆、選考試
験の難関を突破して合格した、成績も人間性も
非常に優秀な、「将来日本と母国との懸け橋と
なるような優秀な学生」です。各世話クラブの
皆様、カウンセラーの皆様には、是非、心と心
の交流をして頂き、ロータリーの理念や奉仕の
心を育んで頂き、将来、日本の良き理解者、平
和の使者となるように、奨学生を導いて頂きた
く存じます。
　最後に、新規米山奨学生のご入学を祝すとと
もに、ご出席頂きました全ての皆様に心より感
謝を申し上げ入学式の報告と致します。

米山記念奨学部門委員長　　駒崎 繁夫（戸田西ＲＣ）
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　濱野ガバナーエレクトよりゲイリーＣ．Ｋ．
ホァンＲＩ会長の「Light Up Rotary」（ロータ
リーに輝きを）のテーマについてと地区活動方
針「ロータリーは人づくり　そして奉仕」並びに
地区運営方針「ロータリーの原点に戻ろう」につ

いての説明があり、特に会員増強目標3,000名
を目指すこと・東日本震災支援ではニーズに対
応した支援等について丁寧に解りやすく説明が
あり、第1本会議が終了しました。
　昼食後は、会長部会から米山記念奨学部会ま
で11の分科会に分かれ担当諮問委員の基調ス
ピーチからはじまりリーダー・サブリーダーか
らのお話があり、前向きな質問も多く出て意義
のある分科会の開催となりました。
　第2本会議では各分科会での討論内容が報告
され渡邉和良ガバナーからは激励とお褒めの講
評を頂きました。次年度「地区研修・協議会」ホ
ストクラブさいたま中央ＲＣへ濱野ガバナーエ
レクトより委嘱状が伝達され芝田勝孝会長より
ご挨拶を頂き、大宮ＲＣ岸　聡会長エレクトに
よります閉会の言葉、濱野ガバナーエレクトに
よる点鐘で地区研修・協議会が閉会となりまし
た。
　第1.展示場に会場を移し小雨降る中でありま
したが大勢の皆様懇に参加していただき懇親会
が和やかに行われ、有意義な一日でした。
　これも地区研修・協議会開催に当たり準備・運
営を進めて頂きました大宮ＲＣの皆様に衷心よ
り感謝申し上げますと共にご参加いただきまし
た地区役員・次年度各クラブ指導者皆様方のご
活躍をご祈念申し上げ、報告とさせて頂きます。

次年度地区幹事　　恵川 一成（大宮シティRC）
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国際ロータリー第2770地区
2014学年度　ロータリー米山記念奨学生　入学式

　5月10日（土）ラフレさいたま3階 櫻ホール
にて、第2770地区　『2014学年度ロータリー
米山記念奨学生　入学式』が、多くのご来賓、
地区役員、ならびに各指定校の指導教員の皆様
のご臨席のもと、各世話クラブの皆様、カウン
セラーの皆様、また多くの学友の皆様にご出席
頂き、盛大に挙行されました。（総勢137名）
　また、今回の入学式には特別に、公益財団法
人ロータリー米山記念奨学会の理事長 板橋敏
雄　様と、事務局長 岩邉俊久 様にご臨席を賜
りました。お二人には大変お忙しい中を当地区
の入学式のためにお時間を割いて頂き心より感
謝申し上げます。
　当地区の2014学年度ロータリー米山記念奨
学生は29名ですが、その内訳は、2013学年度
からの継続生8名、復学による延長生1名、そ
してこの度入学する新規米山奨学生20名です。
（合計29名）（出身国10カ国）
　第一部の入学式では、まず、米山奨学生全員
が音楽に合わせて入場し、整列して一同礼を行
いました。そして、渡邊ガバナーの開式の点鐘
に始まり、来賓紹介、部門委員長挨拶、渡邊ガ
バナーのご挨拶、森田担当諮問のご挨拶、次年
度担当諮問の中村パストガバナーのご挨拶と続
き、来賓祝辞として、公財）ロータリー米山記
念奨学会理事長 板橋敏雄 様、ならびに事務局
長 岩邉俊久 様にご挨拶を頂きました。お二人
には心温まる丁重なる御祝辞を頂戴し、入学式
が更に格調高いものになりました。
　式典のクライマックスは“米山奨学生全員に
よる3分間スピーチ”です。“自己紹介、世話
クラブとカウンセラーのこと、将来の目標、夢、
米山奨学生になって感じたこと”等、29名が
一生懸命に素晴らしいスピーチをしてくれまし
た。
　第二部は懇親会です。まず冒頭で、公財）
ロータリー米山記念奨学会 評議員のお立場で
田村パストガバナーにご挨拶を頂き、濱野ガバ

ナーエレクトのご挨拶並びに乾杯のご発声で和
やかなムードの懇親会がスタートしました。
　暫しの歓談のあと、吉田パストガバナーから、
「富士登山のご案内」のお話があり、米山奨学
生へ富士登山へのお誘いがありました。（毎年
お世話になり有難うございます）
　二部の後半では、奨学生が日頃お世話になっ
ている各大学の指導教員の皆様にご挨拶を頂き
ました。米山記念奨学事業には各指定校の指導
教員のご理解ご協力、ならびに地区と指導教員
との連携が必要であることが改めて実感できた
内容のご挨拶でした。
　最後は、井原ガバナーノミニーによる“奨学
生への激励の言葉”、続けて、全員による“手
に手つないで”、そして、斎藤次年度部門委員
長の「閉会の挨拶」で閉会となりました。
　2014学年度の米山記念奨学生は皆、選考試
験の難関を突破して合格した、成績も人間性も
非常に優秀な、「将来日本と母国との懸け橋と
なるような優秀な学生」です。各世話クラブの
皆様、カウンセラーの皆様には、是非、心と心
の交流をして頂き、ロータリーの理念や奉仕の
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和の使者となるように、奨学生を導いて頂きた
く存じます。
　最後に、新規米山奨学生のご入学を祝すとと
もに、ご出席頂きました全ての皆様に心より感
謝を申し上げ入学式の報告と致します。

米山記念奨学部門委員長　　駒崎 繁夫（戸田西ＲＣ）
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成長した島田さんの留学から現在のお仕事の一
端をお話いただきました。大東文化大で英文学
の教鞭を執る小池さんは、留学中に習得したス
コットランドのケイリーというフォークダンス
を日本の大学生に楽しく伝え、英語・英文学へ
の学習動機を高める活動をしています。慶應義
塾大学名誉教授の鈴木五郎先生には、16世紀
に生きたシェイクスピアの作品、言葉の時代を
超えた普遍性を、フィギュアスケートの羽生結
弦選手の演技にまで触れてわかりやすくお話し
いただきました。3つの講演に共通していたの
は、「国境や時代を越えた普遍性」です。留学
中はそれぞれの専門を極めることで精一杯です
が、留学後それぞれの専門分野の研究活動をさ
らに深めて到達する専門性には、一見矛盾する

ようですが、国境や時代、領域を超えた普遍性
があるということに気づかされました。
　このようにとても充実した午餐会を終え、出
席者の方々からは今後さらに学友会の活動にご
協力いただけるとのうれしいお言葉をいただき、
お開きとなりました。
　私たち学友は、ロータリアンの皆様の浄財を
いただき、外国留学という貴重な経験をさせて
いただいたということだけで繋がっている仲間
ですが、今後もゆるやかな結びつきでありなが
ら、啓発的な学友会をめざし、奨学候補生の留
学準備のお手伝いやロータリアンや学友の心に
残る企画をしていきたいと思っています。今後
ともご支援のほど、どうぞよろしくお願いいた
します。

創立30周年記念式典実行委員長　　矢崎　清太郎

川口北東ロータリークラブ創立 30周年記念式典

　4月12日、好天に恵まれる中、川口総合文化
センター・リリアにて記念式典を開催しました。
当日は、川口・本宮市長をはじめ、警察署長・
市消防長、姉妹クラブの台湾林口扶輪社の社
友及び夫人38名、パラオ共和国から5名の賓客、
友好クラブの本宮ロータリークラブより7名の
ロータリアン、渡辺ガバナー・バストガバナー
他地区役員の皆様、近隣ロータリークラブの大
勢のロータリアン、総計180名のご臨席を頂き
盛大に行うことができました。
　記念事業としては、グリーンセンターの鯉の
ぼり掲揚塔の耐震補強工事、パラオ共和国へ環
境保全のためのゴミ収集車の贈呈、3.11東日

本大震災により甚大な被害を受け、今なお先が
見えずご苦労が続いている福島県本宮市の皆様
に対して、記念式典の喜びを少しでもご一緒頂
きたいとの思いで、金一封の贈呈、ロータリー
財団と米山記念奨学会への寄付等5件を行いま
した。
　また、日頃市民の安全と安心に貢献して頂い
ている最寄りの警察官6名と消防士3名の労を
ねぎらって表彰させて頂きました。
　前記の通り、今回は福島支援を記念式典の
テーマのひとつとさせて頂き、祝賀会の食材は
極力現地のものを取り寄せてご提供させて頂き
ました。福島の清酒・肉類・いちご・トマト
等々。皆様の反応は大変好評を頂いたものと
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　第2770地区財団学友会では、5月11日
（日）に学友午餐会・総会・講演会をさいたま
新都心にあるイタリアンレストラン《イル・ク
オーレ》で開催いたしました。この総会は本来
昨年の地区大会中に開催されたはずのものです
が、私の日本不在のため延期となっていたもの
です。今回はその「異例」を利用し、学友同志
の親睦を深めることを最大の目的とした午餐会
＋総会＋講演会という形式にいたしました。参
加者は、財団委員7名、学友17名（旧財団国際
親善奨学生14名、VTT3名）、2014～15年度
財団奨学生2名の計26名。貸切の暖かい色調の
部屋がちょうど一杯になり、おいしいイタリア
料理とワインも相まって、終始和やかな雰囲気
の有意義な3時間となりました。
　第I部(12:00～13:15)では、イタリア料理を
楽しみながら、財団委員の皆様の挨拶の後、参
加者一人一人の簡単な自己紹介がありました。
1975年度留学の学友会顧問鈴木五郎先生を筆
頭に、大学や高校の高等教育機関、学術研究、
翻訳、通訳、音楽、宇宙開発分野の第一線で活
躍する旧国際親善奨学生学友、医療、建築分野
で活躍するVTT学友の多彩さな顔ぶれに、ま
もなく留学する奨学生の二人（石関千穂さん、
有満麻理さん）も驚いたようですが、参加した
学友自身も、学友会の「人材」の豊かさを改め
て実感したようです。
　第II部の総会では、「学友会の現状と今後の
企画について」（関根裕子）、「活動・会計報

告」（中津川祥子）、「規約改正について」
（原田俊明）の順で報告がなされました。
　学友会の問題点として、名簿上の学友数は
約400名[財団奨学生学友(1973-2012）350名、
GSE23名、VTT14名]のうち、約半数が住所
不明であることが挙げられます。実際に連絡
のつく学友は180名ほどです。ですが今回の総
会への出欠席ハガキの返送数は、一昨年2012
年度の35枚と比較すると倍近くの63枚であり、
直接・間接的に総会に参画してくれた学友数は
増えたことになります。このような活性化には、
定期的なかわら版発行による影響があると考え
ています。
　今回の規約改正では、第5条今後学友会総会
は、「年に1度、原則地区大会開催中に行う」
こと、第6条、役員・役員の任期については、
「役員は会長1名、副会長2名、幹事2名、顧問
1名と」し、「任期は2年とし、隔年の総会に
おいて改選を行い、再任は妨げないものとする。
ただし連続3期までとする。また必要に応じて、
拡大幹事を設置することができる」ことが賛同
を得て承認されました。(下線が変更点)
　第III部では、各領域で活躍する世代別学友3
名の方に興味深い講演をしていただきました。

●2010年度国際親善奨学生
　「モンタナから宇宙へ」 島田 潤
●1999年度国際親善奨学生
　「スコットランドの民謡と踊りを日本に紹介する」
 学友会副会長　小池 剛史
●1975年度国際親善奨学生
　「シェイクスピアの人気」
 学友会顧問　鈴木 五郎

　3名の講演者は、専門性の高い内容をわかり
やすく説明してくださり、暖かいお人柄が伝
わるものでした。JAXAで宇宙飛行士を目指
し、研究、訓練中の島田さんは、いつお会いし
ても目がきらきら輝いていますが、今回さらに

学友会会長　　関根　裕子

RI2770地区　学友会総会（2014.5.11）報告
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盛大に行うことができました。
　記念事業としては、グリーンセンターの鯉の
ぼり掲揚塔の耐震補強工事、パラオ共和国へ環
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本大震災により甚大な被害を受け、今なお先が
見えずご苦労が続いている福島県本宮市の皆様
に対して、記念式典の喜びを少しでもご一緒頂
きたいとの思いで、金一封の贈呈、ロータリー
財団と米山記念奨学会への寄付等5件を行いま
した。
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ている最寄りの警察官6名と消防士3名の労を
ねぎらって表彰させて頂きました。
　前記の通り、今回は福島支援を記念式典の
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オーレ》で開催いたしました。この総会は本来
昨年の地区大会中に開催されたはずのものです
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RI2770地区　学友会総会（2014.5.11）報告
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　皆様こんにちは。わが鴻巣水曜ロータリーク
ラブが毎年“力”を入れている、ウォーキング
についてお話させていただきます。
　NPO法人 埼玉県ウォーキング協会指定例会
認定　第21回ふれあい鴻巣ウォーキングを　4
／26日（土）に、鴻巣陸上競技場を大会会場
として開催しました。
　今年度は鴻巣市　市制施行60周年記念の年
です。

　もちろん、ふれあい鴻巣ウォーキングも記念
大会になります。
　今年は「鴻巣の風の音を楽しむ」のテーマで
開催することにいたしました。
　このテーマは、鴻巣市合併後の各地にある美
しい鴻巣の風景を「見て・感じて・掴んで」か
らだ全体で受け止めていただくため、選んだ
テーマであります。
　鴻巣市民の皆様をはじめ県内外、各地より大

『ふれあい鴻巣ウォーキング』　ご報告
鴻巣水曜ロータリークラブ　　石井　英男
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川口北東RC地域社会共同隊委員会　　熊木　正太郎

グリーンロータリー地域社会共同隊活動報告

　平成26年4月25日～29日にかけ
て、川口市立グリーンセンター緑
のアトリエにおいて障害者を対象
に1階は書道及び陶器作品展、2
階においては脳を活性化させる
絵画展示を開催致しました。

　26日は、國分元基会長・水上町子副会長また、
クラブ30周年になりましたので、30周年記念
式典矢崎清太郎実行委員長に御足労を頂き、書
道及び陶芸出品者に表彰式を行い、3人のプレ
ゼンターより表彰状を贈呈して頂きました。
　26日午前11時から12時まで「折り紙教室」、
午後1時から3時まで「書道教室」を、27日は
午前11時分から12時まで「折り紙教室」、午
後1時から3時まで「書道教室」を、2日間体験
（ワークショップ）を開催しました。
　書道体験は、練習工程と色紙にアート（色模
様）を書き、工程・清書コーナーと体験者の刻
印コーナ―の4ヶ所を儲け開催を行ないました。
2日間で200人分の色紙を用意しましたが、予
定時間内に用紙切れで書道体験を打ち切りまし
た。それだけ盛況でありました。書道体験コー
ナーが成功に終わったのも、「すてっぷ」の皆

さんと久保島ロータリー地域社会共同隊員のお
友達のご協力があったので成功を収めました。
今回は3回目であり、又、脳を活性化させる絵
画展示を行いましたので、今回の方が見学者が
多くなり、体験コーナーも盛況なったと思われ
ます。今回は、地区の補助金を頂き実施して行
いました。来年も成功に終わるよう皆様のご協
力とご支援を賜りますようお願い致しましてご
報告にかえさせて頂きます。

思っております。
　アトラクショ
ンも、当地区で
唯一のロータ
リー地域社会共
同隊（グリーン
ＲＣＣ）で支援

している障害者の子供たちの歌と踊りをお楽し
み頂き、会場を巻き込んでのパフォーマンスは
圧巻でした。最後は大きな輪で「手に手つない
で」を斉唱してお開きとなりました。
　わがクラブは、現在会員数では少々低迷して
おりますが、夢は大きく持つことを心掛けてお
り、“いざ”と言う時の会員の団結力が自慢で
す。

　今回は、ロー
タリーらしい国
際色豊かで楽し
い式典ができ、
35周年に向け
て素晴らしいス
タートがきれま
した。
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　渡邊ガバナーの提唱｢奉仕の心を行動に移そ
う｣に心打たれた地区研修・協議会。席を移動
した奉仕プロジェクト社会奉仕部門分科会に、
まさにその答えがありました。全クラブ中約
20クラブにおいて、様々な形で行われていた
東北復興支援。｢一つでも多くの社会奉仕事業
を行って下さい。｣の言葉に大きくうなずいた
私です。
　勿論、我がクラブも、東北の皆さんを忘れて
いたわけではありません。震災の年、そして翌
年と2回にわたり、親睦旅行の中、手を差し延
べさせて戴きました。
　しかし社会奉仕としては初めての企画。岩槻
区地元お寺様で、毎月第3日曜日に行われる朝
市にて、東北物産販売をと考えながらも、どの
ようにしたら良いかと考えた末、地区にご相談
しました所、早々に細やかな御指導を下さった
委員長、委員の皆様。さらに、福島県人会(彩
友会)会長の豊かな御経験も加わり、一日一日
と日を追うごとに楽しく膨らむプランに、メン
バー一同、その日を心待ちにして居りました。
　迎えた当日、3月16日(日)、多忙な中、足を
運んで下さった部門委員長、地区役員、そして
近隣のロータリーメンバーのエールは、何より

の励みになった事は言うまでもありません。ク
ラブ一同、心から感謝申し上げます。
　その心強い後ろ立てを戴く中、メンバー一
同、福島県人会の皆様と力を合わせて頑張りま
した。3日前から街の至る所に立てられた朝市
の案内看板は、沢山の方の目にとまられ、焼き
ホタテの香ばしい香りと共に、800人強の方を
お迎え出来ました。早朝よりメンバー総出で立
てた3つのテントの下、用意された物産品は約
30品目と数多く、皆様の御期待に充分応えら
れたと思って居ります。中には、ホタテの炊き
込みご飯を召し上がりながら、展示されている
震災当時、そして3年たった今でも復興の進ま
ぬ様子の写真を感慨深く見て下さった方。今一
度、遠く離れた東北の地に思いを寄せて戴けた
のではないでしょうか。
　7:30設営～14:00撤収。販売は9:00～13:00
までの4時間と限られた中、大きな成果を上げ
る事が出来ました。あらためてロータリーの結
束の強さを感じながら、思い出に残る東日本復
興支援活動の一時でした。

文  岩槻東RC　地域社会奉仕委員長　
青山　いづみ

東北の皆さんと心をひとつに
岩槻東RC　会長　藤堂　昇
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勢の方々に総勢1800名を越えるウォーキング
愛好者の皆さんに参加をいただきましたこと
は、鴻巣水曜ロータリクラブ主催者側として、
またウォーキングをこよなく愛する者として、
この上ない喜びであります。
　ベビーカーの赤ちゃんから、車イスのおじい
ちゃん、おばあちゃんと楽しいウォーキングに
参加をいただきました。
　ふれあい鴻巣ウォーキング・テーマソング
（道）であります「道は続くよ、彩の国　あな
たと私、笑顔が溢れるこの街を今日も歩こう、
元気よく、ふれあい鴻巣　レッツゴーウォーキ
ング」と口ずさみながら、楽しく歩いていただ
きました。
　ご来賓いただきました国際ロータリー第
2770地区　ガバナー渡邊和良様、鴻巣市長　
原口和久様にご挨拶いただきました。
　晴天に恵まれ、最高のウォーキング日和の下
で行うことができました。
　本日は、早朝よりお越しいただきましたガバ
ナー渡邊様には体操にも参加して頂き、また歩
いて頂けるということで、Aコース 7kmをエ
ントリーして体験していただきました。
コースは、3つのコースを作りました。
Aコース （7km）
タイトル　「花の郷と若草の田園風景を」
スタート／10：15～10：30
ゴール／12：00～15：00
Bコース （12km）
タイトル　「春の風・香りを感じ・楽しもう」
スタート／10：00～10：15
ゴール／12：00～15：00
Cコース （21km）
タイトル　「花と元荒川のレトロな橋を訪ねて」
スタート／ 8：45～ 9：00
ゴール／12：00～15：00
　キーワードの一つに「健康体力づくり」を掲
げ、地域全体の健康づくりを目的にウォーキン
グ運動実践事業を進めておりますが、自分に

合ったコース（Aコース・Bコース・Cコース）
選んでいただき、元気にスポーツに親しんでい
ただくことは、潤いと活力ある地域社会を作っ
ていく上で大変意義深いことでありました。
　今回は花の郷こうのすから、旧吹上町市街地
の中心を流れる、元荒川に架かる数多くの橋の
風景と、箕田源氏（みだげんじ）の故郷である
宝持寺（ほうじじ）（大江山の鬼退治で有名な
渡邊綱（わたなべつな）の墓標あり）がある、
箕田方面と新鴻巣の中心市街地と田園風景に恵
まれた緑豊かな街並みを、見て歩いていただき
ました。
　市内の豊かな自然と歴史と出合い、ふれあう
ことのできる3つのコースを企画し、参加者の
皆さんに春爛漫の鴻巣路を元気よく楽しく歩い
ていただき、お互いの交流を深めひとりでも多
くの皆さんに「ウォーキングに参加して良かっ
た」と言っていただけるよう、実行委員、ス
タッフ一同万全の準備に努め、毎年工夫を重ね
てまいりました。
　お陰様で参加者数も年々増加しており、健康
志向の高まりと同時に大会に対する評価もされ
てきた結果と受け止めております。
　最後に、この大イベントに鴻巣市をはじめ多
くの協賛企業様のご協力と実行委員、スタッ
フ、ボランティアとして多大なるご尽力をいた
だきました皆様に感謝申し上げます。
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束の強さを感じながら、思い出に残る東日本復
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文  岩槻東RC　地域社会奉仕委員長　
青山　いづみ

東北の皆さんと心をひとつに
岩槻東RC　会長　藤堂　昇
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勢の方々に総勢1800名を越えるウォーキング
愛好者の皆さんに参加をいただきましたこと
は、鴻巣水曜ロータリクラブ主催者側として、
またウォーキングをこよなく愛する者として、
この上ない喜びであります。
　ベビーカーの赤ちゃんから、車イスのおじい
ちゃん、おばあちゃんと楽しいウォーキングに
参加をいただきました。
　ふれあい鴻巣ウォーキング・テーマソング
（道）であります「道は続くよ、彩の国　あな
たと私、笑顔が溢れるこの街を今日も歩こう、
元気よく、ふれあい鴻巣　レッツゴーウォーキ
ング」と口ずさみながら、楽しく歩いていただ
きました。
　ご来賓いただきました国際ロータリー第
2770地区　ガバナー渡邊和良様、鴻巣市長　
原口和久様にご挨拶いただきました。
　晴天に恵まれ、最高のウォーキング日和の下
で行うことができました。
　本日は、早朝よりお越しいただきましたガバ
ナー渡邊様には体操にも参加して頂き、また歩
いて頂けるということで、Aコース 7kmをエ
ントリーして体験していただきました。
コースは、3つのコースを作りました。
Aコース （7km）
タイトル　「花の郷と若草の田園風景を」
スタート／10：15～10：30
ゴール／12：00～15：00
Bコース （12km）
タイトル　「春の風・香りを感じ・楽しもう」
スタート／10：00～10：15
ゴール／12：00～15：00
Cコース （21km）
タイトル　「花と元荒川のレトロな橋を訪ねて」
スタート／ 8：45～ 9：00
ゴール／12：00～15：00
　キーワードの一つに「健康体力づくり」を掲
げ、地域全体の健康づくりを目的にウォーキン
グ運動実践事業を進めておりますが、自分に

合ったコース（Aコース・Bコース・Cコース）
選んでいただき、元気にスポーツに親しんでい
ただくことは、潤いと活力ある地域社会を作っ
ていく上で大変意義深いことでありました。
　今回は花の郷こうのすから、旧吹上町市街地
の中心を流れる、元荒川に架かる数多くの橋の
風景と、箕田源氏（みだげんじ）の故郷である
宝持寺（ほうじじ）（大江山の鬼退治で有名な
渡邊綱（わたなべつな）の墓標あり）がある、
箕田方面と新鴻巣の中心市街地と田園風景に恵
まれた緑豊かな街並みを、見て歩いていただき
ました。
　市内の豊かな自然と歴史と出合い、ふれあう
ことのできる3つのコースを企画し、参加者の
皆さんに春爛漫の鴻巣路を元気よく楽しく歩い
ていただき、お互いの交流を深めひとりでも多
くの皆さんに「ウォーキングに参加して良かっ
た」と言っていただけるよう、実行委員、ス
タッフ一同万全の準備に努め、毎年工夫を重ね
てまいりました。
　お陰様で参加者数も年々増加しており、健康
志向の高まりと同時に大会に対する評価もされ
てきた結果と受け止めております。
　最後に、この大イベントに鴻巣市をはじめ多
くの協賛企業様のご協力と実行委員、スタッ
フ、ボランティアとして多大なるご尽力をいた
だきました皆様に感謝申し上げます。
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大口寄付 30,050$

小畑正勝
（鴻巣水曜）

平成26年４月８日

大口寄付 19,000$

佐伯鋼兵
（浦和南）

平成26年４月22日

大口寄付14,077.55$

小林　操
(越谷北)

平成25年12月26日

M・P・H・F（8）

塩川通正
（浦和南）

平成26年４月22日

M・P・H・F（7）

井上　亮
（幸手中央）

平成26年３月24日

M・P・H・F（6）

細野隆司
（上尾北）

平成25年10月18日

M・P・H・F（4）

黒田幸英
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（4）

大國　博
（上尾北）

平成25年10月18日

M・P・H・F（4）

矢部一彦
（上尾北）

平成25年７月26日

M・P・H・F（5）

柚木政俊
（浦和南）

平成26年４月22日

M・P・H・F（5）

遠藤正明
（浦和南）

平成26年４月22日

M・P・H・F（5）

稲垣勝三
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（6）

大塚順康
（上尾西）

平成26年４月23日

M・P・H・F（4）

大竹　敦
（大宮）

平成26年４月28日

M・P・H・F（4）

高野宏治
（浦和南）

平成26年４月22日

M・P・H・F（4）

黒澤和夫
（浦和南）

平成26年４月22日

M・P・H・F（4）

長﨑　登
（蕨）

平成26年３月25日

M・P・H・F（4）

山口秀行
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（4）

本間　孝
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（4）

中村義雄
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（2）

松尾康司
（蕨）

平成26年３月25日

M・P・H・F（2）

柴田武男
（蕨）

平成26年３月25日

M・P・H・F（2）

大熊正行
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（3）

浜田邑侑
（浦和南）

平成26年４月22日

M・P・H・F（3）

小林忠司
（鴻巣水曜）

平成26年４月８日

M・P・H・F（3）

鈴木英男
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（3）

大森忠篤
（上尾北）

平成25年７月26日
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　 ブライダル委員会より　 　　　　   なお知らせ ♥ HAPPY   　　　　　    　　
　昨年10月にお見合いをした川口鳩ヶ谷武南RC　布施 明軌くんと春
日部西RC　中野重雄会員のご令嬢　中野由加さんの結婚が決まり4月
のミニ友愛の広場にて報告がありました。どうぞお幸せに～

　 
新クラブ公式訪問レポートqqqqq qqqqq

　5月19日（月）、知事公邸にて渡邊ガバ
ナー、濱野ガバナーエレクト、井原財団部
門委員長、岡田財団奨学・平和フェロー・
学友委員長、野口次年度財団奨学・平和
フェロー・学友委員長同席のもと行われま
した。

例会日：2013年11月25日（月）
会長：浅川　みどり／幹事：岩崎　薫

埼玉ゆずロータリークラブ ガバナー公式訪問

例会日：2014年5月17日（土）
会長：李　成哲／幹事：馬　培金

さいたま大空RC ガバナー公式訪問報告

　公式訪問は渡邊ガバナー、山口ガバナー補佐そして鶴見特別代表
同席のもと開催されました。
　例会に先立ち会場の都合でガバナー事務所をお借りしての懇談会
を渡邊ガバナー、山口ガバナー補佐、鶴見特別代表、会長、幹事を

交えクラブの特徴、現況報告、活動方針等を報告指導いただきました。
　例会場に場所を移動しての公式訪問、会員は緊張の面持ちで、渡邊ガバナー山口ガバナー補佐をお迎
えし“何が始まるのか”6月17日認証状伝達式を終えたばかりの新クラブですが渡邊ガバナーのソフト
な語り口に全員聞き入ってしまいました。何も分からないメンバーに事細かくお話し頂きました。
　これからは親睦も図りながら楽しく有効なクラブつくりをして行くようご指導いただきました。
　浅川会長の女性ならではの視線で奉仕活動を目指し少しずつではありますが前進する所存であります。
　渡邊和ガバナー、山口宣道ガナバー補佐誠にありがとうございました。

　 5月17日（土）渡邊ガバナー、濱野ガバナー補佐をお迎えして公
式訪問例会を開催されました。例会に先たち会長、幹事、会長エ
レクトとの懇談会ではクラブの現状を説明しました。会員の増強、
例会の運営、奉仕活動を含めてすべてのクラブ活動についてご助

言、提案を頂きました。
　例会ではビデオを使ってRI及び地区の方針を分かりやすく説明して頂きました。また、ロータ
リーについての勉強する方法を含めて、会員達にご助言して頂きました。
　例会後、拡大補佐達を交えて懇親会で会員達と歓談して頂き、とても有意義な公式訪問でした。こ
れから、クラブの運営に生かし、一日も早く素晴らしいクラブにして行きたいと思います。渡邊ガバ
ナー、濱野ガバナー補佐に感謝を申し上げます。

ロータリー財団奨学生知事表敬訪問及び埼玉親善大使委嘱式
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文庫通信（320号）

平 野 嘉 信
（幸手）

平成26年４月16日入会
㈲阿伊心

クリーニング業

深 作 好 見
（幸手）

平成26年４月16日入会
㈱東武土地建物

不動産業

宮 杉 勝 男
（幸手）

平成26年４月16日入会
柔整ゼネラル㈱

整骨院

栗 原 　 猛
（浦和）

平成26年４月18日入会
㈲ジーキュー
レンタル業

杉 山 空 光
（浦和）

平成26年４月18日入会
㈱中央企画
店舗管理

土 屋 康 弘
（浦和）

平成26年４月18日入会
野村證券㈱浦和支店

証券業

鶴 見 一 也
（浦和）

平成26年４月18日入会
ツルミエネルギー㈱

ＬＰＧ供給

井 上 勝 美
（大宮西）

平成26年４月21日入会
ＹＲＭ保険㈱
保険業

皆尺寺　敦
（大宮西）

平成26年４月21日入会
あいおいニッセイ同和損害保険㈱

損害保険業

村 山 　 大
（大宮西）

平成26年４月21日入会
プルデンシャル生命保険㈱

生命保険業

小 松 秀 章
（さいたま新都心）
平成26年４月22日入会
武蔵野銀行与野支店

地方銀行

吉 田 榮 一
（三郷中央）

平成26年４月22日入会
㈲吉田空調工業
電気工事業

髙　瑠美子
（越谷北）

平成26年４月24日入会
㈱ＳＬＴ
ホテル業

宮 本 正 行
（越谷東）

平成26年４月24日入会
ジュエル
レストラン

大 友 　 謙
（越谷東）

平成26年５月１日入会
㈱武蔵野銀行越谷支店

地方銀行

大津留淳一
（大宮）

平成26年５月７日入会
大和証券㈱大宮支店

証券業

土 江 幸 義
（大宮）

平成26年５月７日入会
東海東京証券㈱大宮支店

証券業

寺 崎 毅 史
（大宮）

平成26年５月７日入会
日本生命保険相互会社大宮支社

生命保険

森　正夫 様
(大宮東)

平成26年５月20日

享年 72歳

訃報 ◆ 謹んでお悔やみ申し上げます。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿
論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー情報

◎「ロータリー活動で感じたこと」　田中作次　2014　5p    　（D.2550月信）
◎「日本ロータリーの精神伝統　その１･２」　深川純一　伊丹R. C.　2010　2p 　（純ちゃんのコーナー PartⅨ） 
 ◎「ロータリーの伝統　その１～３」　深川純一　伊丹R. C.　2013　3p　 （純ちゃんのコーナー PartⅩⅡ） 
 ◎「少会員クラブの運営に思うこと」　安孫子貞夫　2014　1p　（D.2800月信）
 ◎「ロータリアンその使命と魅力」　大迫三郎　2013　3p　（D.2730月信）
 ◎「ロータリーの原点とは？」　本田博己　2013　3p　（D.2840月信）          
 ◎「ロータリー理解推進月間によせて“温故知新”奉仕の理想など」諏訪昭登　2014　1p（D.2710月信）
 ◎「ロータリー・ファミリーの素晴らしさ」　飯村愼一　2013　1p（D.2550月信）
 ◎「あの素晴らしいMR.ハリスと世界を変えたそのクラブ」　 R. Ｉ. ；肥爪彰夫訳　2012　〔15p〕　　 
 ◎「驚くべきポリオの話！（ロータリーの冒険）」　 R.Ｉ.；肥爪彰夫訳　2013　〔15p〕 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［上記申込先：ロータリー文庫]      
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魏 　 　 錦
（さいたま大空）
平成26年３月１日入会
京三電機㈱
電機

野 中 英 樹
（八潮）

平成26年３月４日入会
昭和運輸㈱
運送業

関 　 信 行
（八潮）

平成26年３月18日入会
㈱関建設
建設不動産

岩 本 峯 吉
（松伏）

平成26年４月１日入会
岩本税務会計事務所

税理士

宇 野 秀 之
（春日部）

平成26年４月１日入会
宇野クリニック

病院

斉 藤 宮 子
（春日部南）

平成26年４月16日入会
和光

不動産管理

田 上 朝 朗
（大宮シティ）

平成26年４月16日入会
プルデンシャル生命保険㈱

生命保険業

内 田 淑 敏
（川口南）

平成26年１月29日入会
ウチダステンレス工業㈱
ステンレス加工

新
会
員

新
会
員

米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

米山功労者メジャードナー（16）

牧内　操
（鳩ヶ谷）

平成26年５月９日

創立30周年記念寄付

川口北東ロータリークラブ
平成26年４月18日

使途指定（ポリオ・プラス）

川口南ロータリークラブ
平成26年５月９日

ベネファクター

木村二夫
（越谷北）

平成25年12月12日

ベネファクター

石川輝次
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

仁見惠美子
（鴻巣水曜）

平成26年４月８日

M・P・H・F（1）

長谷川良則
（幸手中央）

平成26年３月24日

M・P・H・F（1）

芝田佳三
（幸手中央）

平成26年３月24日

M・P・H・F（1）

吉澤晴雄
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（1）

長谷川真也
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（1）

会田謙二
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（2）

高橋浩司
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成26年４月28日

M・P・H・F（2）

佐藤　齊
（浦和南）

平成26年４月22日

創立30周年記念寄付

川口北東ロータリークラブ
平成26年４月18日

米山功労者（1）

山本公之
（幸手）

平成26年４月９日

米山功労者マルチプル（6）

梨本松男
（幸手）

平成26年４月３日

米山功労者マルチプル（7）

浜田邑侑
（浦和南）

平成26年４月22日

米山功労者マルチプル（7）

森本　勇
（幸手）

平成26年４月３日

P・H・F

高塚秀伸
（蕨）

平成26年３月25日

P・H・F

須賀篤史
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

佐藤　要
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

大濵裕広
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

石川秀雄
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（1）

石井英男
（鴻巣水曜）

平成26年４月８日

M・P・H・F（1）

高橋嘉生
（蕨）

平成26年３月25日
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平 野 嘉 信
（幸手）

平成26年４月16日入会
㈲阿伊心

クリーニング業

深 作 好 見
（幸手）

平成26年４月16日入会
㈱東武土地建物

不動産業

宮 杉 勝 男
（幸手）

平成26年４月16日入会
柔整ゼネラル㈱

整骨院

栗 原 　 猛
（浦和）

平成26年４月18日入会
㈲ジーキュー
レンタル業

杉 山 空 光
（浦和）

平成26年４月18日入会
㈱中央企画
店舗管理

土 屋 康 弘
（浦和）

平成26年４月18日入会
野村證券㈱浦和支店

証券業

鶴 見 一 也
（浦和）

平成26年４月18日入会
ツルミエネルギー㈱

ＬＰＧ供給

井 上 勝 美
（大宮西）

平成26年４月21日入会
ＹＲＭ保険㈱
保険業

皆尺寺　敦
（大宮西）

平成26年４月21日入会
あいおいニッセイ同和損害保険㈱

損害保険業

村 山 　 大
（大宮西）

平成26年４月21日入会
プルデンシャル生命保険㈱

生命保険業

小 松 秀 章
（さいたま新都心）
平成26年４月22日入会
武蔵野銀行与野支店

地方銀行

吉 田 榮 一
（三郷中央）

平成26年４月22日入会
㈲吉田空調工業
電気工事業

髙　瑠美子
（越谷北）

平成26年４月24日入会
㈱ＳＬＴ
ホテル業

宮 本 正 行
（越谷東）

平成26年４月24日入会
ジュエル
レストラン

大 友 　 謙
（越谷東）

平成26年５月１日入会
㈱武蔵野銀行越谷支店

地方銀行

大津留淳一
（大宮）

平成26年５月７日入会
大和証券㈱大宮支店

証券業

土 江 幸 義
（大宮）

平成26年５月７日入会
東海東京証券㈱大宮支店

証券業

寺 崎 毅 史
（大宮）

平成26年５月７日入会
日本生命保険相互会社大宮支社

生命保険

森　正夫 様
(大宮東)

平成26年５月20日

享年 72歳

訃報 ◆ 謹んでお悔やみ申し上げます。

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿
論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー情報

◎「ロータリー活動で感じたこと」　田中作次　2014　5p    　（D.2550月信）
◎「日本ロータリーの精神伝統　その１･２」　深川純一　伊丹R. C.　2010　2p 　（純ちゃんのコーナー PartⅨ） 
 ◎「ロータリーの伝統　その１～３」　深川純一　伊丹R. C.　2013　3p　 （純ちゃんのコーナー PartⅩⅡ） 
 ◎「少会員クラブの運営に思うこと」　安孫子貞夫　2014　1p　（D.2800月信）
 ◎「ロータリアンその使命と魅力」　大迫三郎　2013　3p　（D.2730月信）
 ◎「ロータリーの原点とは？」　本田博己　2013　3p　（D.2840月信）          
 ◎「ロータリー理解推進月間によせて“温故知新”奉仕の理想など」諏訪昭登　2014　1p（D.2710月信）
 ◎「ロータリー・ファミリーの素晴らしさ」　飯村愼一　2013　1p（D.2550月信）
 ◎「あの素晴らしいMR.ハリスと世界を変えたそのクラブ」　 R. Ｉ. ；肥爪彰夫訳　2012　〔15p〕　　 
 ◎「驚くべきポリオの話！（ロータリーの冒険）」　 R.Ｉ.；肥爪彰夫訳　2013　〔15p〕 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［上記申込先：ロータリー文庫]      
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魏 　 　 錦
（さいたま大空）
平成26年３月１日入会
京三電機㈱
電機

野 中 英 樹
（八潮）

平成26年３月４日入会
昭和運輸㈱
運送業

関 　 信 行
（八潮）

平成26年３月18日入会
㈱関建設
建設不動産

岩 本 峯 吉
（松伏）

平成26年４月１日入会
岩本税務会計事務所

税理士

宇 野 秀 之
（春日部）

平成26年４月１日入会
宇野クリニック

病院

斉 藤 宮 子
（春日部南）

平成26年４月16日入会
和光

不動産管理

田 上 朝 朗
（大宮シティ）

平成26年４月16日入会
プルデンシャル生命保険㈱

生命保険業

内 田 淑 敏
（川口南）

平成26年１月29日入会
ウチダステンレス工業㈱
ステンレス加工

新
会
員

新
会
員

米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

米山功労者メジャードナー（16）

牧内　操
（鳩ヶ谷）

平成26年５月９日

創立30周年記念寄付

川口北東ロータリークラブ
平成26年４月18日

使途指定（ポリオ・プラス）

川口南ロータリークラブ
平成26年５月９日

ベネファクター

木村二夫
（越谷北）

平成25年12月12日

ベネファクター

石川輝次
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

仁見惠美子
（鴻巣水曜）

平成26年４月８日

M・P・H・F（1）

長谷川良則
（幸手中央）

平成26年３月24日

M・P・H・F（1）

芝田佳三
（幸手中央）

平成26年３月24日

M・P・H・F（1）

吉澤晴雄
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（1）

長谷川真也
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（1）

会田謙二
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（2）

高橋浩司
（川口シティ鳩ヶ谷）
平成26年４月28日

M・P・H・F（2）

佐藤　齊
（浦和南）

平成26年４月22日

創立30周年記念寄付

川口北東ロータリークラブ
平成26年４月18日

米山功労者（1）

山本公之
（幸手）

平成26年４月９日

米山功労者マルチプル（6）

梨本松男
（幸手）

平成26年４月３日

米山功労者マルチプル（7）

浜田邑侑
（浦和南）

平成26年４月22日

米山功労者マルチプル（7）

森本　勇
（幸手）

平成26年４月３日

P・H・F

高塚秀伸
（蕨）

平成26年３月25日

P・H・F

須賀篤史
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

佐藤　要
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

大濵裕広
（越谷北）

平成25年12月12日

P・H・F

石川秀雄
（越谷北）

平成25年12月12日

M・P・H・F（1）

石井英男
（鴻巣水曜）

平成26年４月８日

M・P・H・F（1）

高橋嘉生
（蕨）

平成26年３月25日
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2013年
7月1日現在

当月末
会員数

増　

減

目
標
純
増

通
算
純
増

当月 通算
出席率
順位出席率 順位内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 112 1 113 1 1 6 6 84.60 39 37

浦 和 東 81 3 79 3 －2 4 2 89.72 19 8

浦 和 南 25 0 23 0 －2 3 0 91.31 16 11

浦 和 中 35 2 36 2 1 3 2 94.15 10 5

浦和ダイヤモンド 25 7 26 7 1 5 2 94.23 9 13

第1グループ計 278 13 277 13 －1 21 12 90.80 

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 71 6 72 6 1 7 7 94.09 11 38

さいたま中央 49 2 46 2 －3 3 2 83.70 46 40

浦 和 西 19 2 18 2 －1 7 0 70.59 73 72

浦 和 北 東 44 2 46 4 2 7 2 78.33 59 68

さいたま新都心 41 0 42 0 1 2 1 88.64 23 31

第2グループ計 224 12 224 14 0 26 12 83.07 

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 67 0 68 0 1 3 10 84.19 43 48

大 宮 南 39 6 38 6 －1 5 3 84.21 41 47

大 宮 中 央 46 0 50 1 4 5 6 87.00 31 44

大 宮 南 東 9 5 8 4 －1 4 1 79.20 58 63

大 宮 シ テ ィ 68 4 73 4 5 8 6 87.23 28 59

さ い た ま 欅 19 1 22 2 3 10 4 84.10 44 49

さいたま大空 0 0 24 11 24 0 25 71.87 70 75

第3グループ計 248 16 283 28 35 35 55 82.54 

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 87 4 86 4 －1 9 9 68.25 75 64

岩 槻 29 4 30 3 1 5 2 74.17 67 74

大 宮 北 22 1 24 1 2 5 2 84.21 41 20

大 宮 東 36 0 33 0 －3 3 0 82.34 48 52

岩 槻 東 28 1 27 1 －1 3 0 76.45 63 51

大 宮 北 東 15 2 15 2 0 3 0 70.00 74 70

岩 槻 中 央 13 0 13 0 0 3 0 63.63 77 76

第4グループ計 230 12 228 11 －2 31 13 74.15 

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 35 1 36 1 1 3 1 89.58 20 4

鴻 巣 24 1 22 1 －2 3 0 97.62 2 7

桶 川 16 0 17 0 1 3 1 80.50 57 67

上 尾 西 39 0 44 0 5 6 7 96.96 5 6

北 本 9 0 9 0 0 3 0 97.23 3 9

上 尾 北 25 0 25 0 0 3 0 81.25 56 10

鴻 巣 水 曜 30 4 32 5 2 5 2 89.07 21 22

桶川イブニング 18 0 19 1 1 2 1 71.05 72 21

第5グループ計 196 6 204 8 8 28 12 87.91 

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 41 0 40 0 －1 10 2 90.09 17 34

杉 戸 23 0 21 0 －2 3 0 81.35 54 32

春 日 部 西 30 1 31 1 1 5 2 84.68 38 28

庄 和 20 1 22 1 2 3 2 76.25 64 41

春 日 部 南 31 3 27 2 －4 5 1 91.76 13 14

春日部イブニング 21 1 25 1 4 3 4 92.39 12 2

杉 戸 中 央 20 0 21 0 1 3 1 82.23 51 56

第6グループ計 186 6 187 5 1 32 12 85.54 

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
2013年
7月1日現在

当月末
会員数

増　

減

目
標
純
増

通
算
純
増

当月 通算
出席率
順位出席率 順位内女性 内女性

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 43 1 45 1 2 5 4 84.48 40 15

蓮 田 32 0 45 1 13 5 14 78.33 59 42

久 喜 菖 蒲 58 4 54 4 －4 6 1 81.31 55 54

栗 橋 9 0 10 0 1 2 1 85.00 36 58

幸 手 中 央 23 0 25 0 2 3 3 84.00 45 61

第7グループ計 165 5 179 6 14 21 23 82.62 

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 82 4 84 5 2 6 4 97.03 4 19

越 谷 南 52 4 52 5 0 5 5 91.44 15 24

越 谷 北 53 1 54 2 1 5 2 87.00 31 45

越 谷 東 49 7 51 6 2 5 3 87.04 29 50

越 谷 中 16 0 20 3 4 5 4 96.05 7 53

第8グループ計 252 16 261 21 9 26 18 91.71 

第
九
グ
ル
ー
プ

八 潮 47 3 48 3 1 5 3 81.91 53 25

草 加 南 11 1 11 1 0 3 0 86.36 33 55

八潮イブニング 27 2 30 2 3 3 3 85.75 34 43

草 加 中 央 20 0 20 0 0 3 2 87.38 27 16

八 潮 み ら い 25 0 27 0 2 3 2 87.04 29 27

草 加 松 原 33 2 34 2 1 5 1 77.01 62 69

第9グループ計 163 8 170 8 7 22 11 84.24 

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 32 2 31 2 －1 5 0 74.52 66 65

三 郷 31 2 35 3 4 3 5 88.50 24 33

三 郷 中 央 17 0 19 0 2 5 2 87.56 26 46

三郷ウェンズデー 23 2 26 4 3 5 3 73.08 69 60

松 伏 14 4 15 4 1 3 1 88.33 25 12

第10グループ計 117 10 126 13 9 21 11 82.40 

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 83 11 81 12 －2 5 3 71.07 71 71

鳩 ヶ 谷 23 0 23 0 0 3 0 85.00 36 18

川 口 東 20 0 21 0 1 5 2 74.67 65 29

川口・鳩ヶ谷武南 26 2 26 2 0 2 0 85.25 35 39

川 口 モ ー ニ ン グ 26 1 28 1 2 5 3 95.24 8 3

川 口 南 31 4 32 4 1 3 3 74.01 68 73

川口シティ鳩ヶ谷 17 0 19 1 2 5 2 91.67 14 23

埼 玉 ゆ ず 20 20 17 17 －3 0 2 67.72 76 77

第11グループ計 246 38 247 37 1 28 15 80.58 

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 52 6 54 6 2 1 4 82.18 52 36

蕨 23 1 27 2 4 1 4 82.25 50 35

川 口 西 26 4 27 4 1 1 3 83.33 47 62

戸 田 西 30 1 27 1 －3 3 0 96.87 6 1

川 口 北 27 1 24 0 －3 5 0 89.80 18 26

川 口 北 東 19 2 22 2 3 5 4 98.44 1 30

川 口 中 央 13 2 13 2 0 2 0 88.88 22 17

川口むさし野 17 1 18 2 1 3 1 77.77 61 66

戸田イブニング 18 0 20 0 2 2 3 82.30 49 57

第12グループ計 225 18 232 19 7 23 19 86.87 

地 区 合 計 2530 160 2618 183 88 314 213 84.21 
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